
へ
ー
ゲ
ル
推
理
論
と
マ
ル
ク
ス
価
値
形
態
論

尼
　
　
　
寺

義
　
　
　
弘

は

じ
め

に

　
マ
ル
ク
ス
の
価
値
形
態
論
は
、
初
版
『
資
本
論
』
「
本
文
」
お
よ
び
「
附
録
」

さ
ら
に
は
現
行
版
の
叙
述
の
な
か
に
垣
間
見
ら
れ
る
よ
う
に
、
へ
ー
ゲ
ル
論
理

学
と
の
関
連
を
予
想
さ
せ
る
も
の
で
あ
る
。
な
か
で
も
初
版
「
本
文
」
の
脚
注

（
二
〇
）
は
、
き
わ
め
て
注
目
す
べ
き
見
解
を
つ
ぎ
の
よ
う
に
表
明
し
て
い
る
。

　
「
経
済
学
者
た
ち
が
、
も
っ
ぱ
ら
素
材
に
た
い
す
る
関
心
に
影
響
さ
れ
て
、

相
対
的
価
値
表
現
の
形
態
内
実
（
句
o
『
昌
口
q
昌
印
5
を
見
落
し
た
の
は
不
思
議

で
は
な
い
。
と
い
う
の
は
、
へ
ー
ゲ
ル
以
前
に
は
、
専
門
の
論
理
学
者
た
ち
で

さ
え
、
判
断
例
と
推
理
例
の
形
式
内
容
（
句
o
H
昌
ま
ヴ
印
5
を
見
落
し
た
の
だ

　
　
　
　
（
1
）

か
ら
で
あ
る
。
」

　
こ
の
脚
注
は
、
初
版
「
本
文
」
の
形
態
1
、
つ
ま
り
「
相
対
的
価
値
の
第
一

の
ま
た
は
単
純
な
形
態
」
の
第
七
パ
ラ
グ
ラ
フ
の
末
尾
に
付
け
ら
れ
た
注
で
あ

る
。
第
七
パ
ラ
グ
ラ
フ
は
「
わ
れ
わ
れ
は
、
こ
こ
で
、
価
値
形
態
の
理
解
を
妨

げ
る
あ
ら
ゆ
る
困
難
の
軸
点
に
立
っ
て
い
る
」
と
い
う
文
章
で
始
ま
り
、
価
値

形
態
に
お
け
る
使
用
価
値
ま
た
は
商
晶
体
の
「
新
し
い
役
割
」
と
そ
れ
の
根
拠

と
な
る
「
回
り
道
」
に
つ
い
て
述
べ
、
さ
ら
に
価
値
関
係
の
「
質
的
側
面
」
か

ら
の
考
察
が
価
値
形
態
の
、
し
た
が
っ
て
貨
幣
の
「
秘
密
」
の
発
見
に
結
び
つ

く
こ
と
を
論
じ
た
重
要
な
一
節
で
あ
る
。
わ
れ
わ
れ
は
以
下
に
お
い
て
こ
の
脚

注
で
述
ぺ
ら
れ
て
い
る
こ
と
を
明
ら
か
に
し
た
い
。
（
傍
点
は
原
文
の
隔
字
体
お
よ

び
イ
タ
リ
ッ
ク
体
を
示
す
。
以
下
同
様
　
　
引
用
者
）

　
と
こ
ろ
で
、
へ
－
ゲ
ル
に
よ
る
概
念
↓
判
断
↓
推
理
と
い
う
概
念
論
の
展
開

は
、
普
遍
・
特
殊
・
個
別
か
ら
な
る
概
念
の
自
己
分
化
と
自
己
還
帰
の
過
程
と

し
て
弁
証
法
的
方
法
の
要
諦
を
な
す
も
の
で
あ
る
。

　
マ
〃
ク
ス
は
へ
－
ゲ
ル
の
こ
の
方
法
を
価
値
形
態
論
の
な
か
で
ど
の
よ
う
に

生
命
あ
る
も
の
と
し
て
い
る
の
で
あ
ろ
う
か
。
『
資
本
論
」
第
二
版
後
記
は
述

ぺ
て
い
る
。

　
「
私
は
自
分
が
あ
の
俸
大
な
思
想
家
〔
へ
ー
ゲ
ル
〕
の
弟
子
で
あ
る
こ
と
を

卒
直
に
認
め
、
ま
た
価
値
理
論
に
関
す
る
章
の
あ
ち
こ
ち
で
は
彼
に
特
有
な
表
，

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
2
）

現
様
式
に
媚
を
呈
し
さ
え
し
た
の
で
あ
る
。
」

　
さ
ら
に
レ
ー
ニ
ン
も
『
へ
ー
ゲ
ル
の
「
論
理
学
」
の
摘
要
」
の
な
か
で
つ
ぎ

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
－
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の
よ
う
に
述
べ
て
い
る
。

　
「
へ
ー
ゲ
ル
の
推
理
の
分
析
（
「
E
．
1
B
．
－
A
．
個
別
、
特
殊
、
普
遍
、

B
．
1
E
．
I
A
．
等
々
」
）
を
見
る
と
、
　
マ
ル
ク
ス
が
第
；
早
で
へ
ー
ゲ
ル

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
3
）

に
な
ら
っ
て
い
る
の
が
思
い
出
さ
れ
る
。
」

　
「
ア
フ
ォ
リ
ズ
ム
ー
へ
ー
ゲ
ル
の
『
論
理
学
」
の
全
体
を
よ
く
研
究
し
理

解
し
な
け
れ
ば
、
マ
ル
ク
ス
の
『
資
本
論
』
、
と
く
に
そ
の
第
一
章
を
理
解
す

る
こ
と
は
で
き
な
い
。
だ
か
ら
、
マ
ル
ク
ス
主
義
者
の
う
ち
誰
も
、
半
世
紀
も

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
4
）

た
つ
の
に
、
マ
ル
ク
ス
を
理
解
し
な
か
っ
た
の
だ
〃
」

　
こ
の
よ
う
に
マ
ル
ク
ス
が
媚
を
呈
し
、
そ
し
て
レ
ー
ニ
ン
が
提
起
し
た
問
題

は
、
思
弁
に
陥
る
こ
と
な
く
、
個
別
の
テ
ー
マ
に
即
し
て
具
体
的
に
論
じ
ら
れ

ね
ば
な
ら
な
い
。

　
わ
れ
わ
れ
は
こ
の
問
題
を
検
討
す
る
に
あ
た
り
、
ま
ず
へ
ー
ゲ
ル
の
推
理
論

の
展
開
方
法
と
マ
ル
ク
ス
の
価
値
形
態
論
の
そ
れ
に
つ
い
て
論
究
し
、
つ
ぎ
に

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
5
）

両
者
に
流
れ
る
弁
証
法
的
方
法
に
つ
い
て
考
察
す
る
。

　
　
注

　
（
1
）
内
．
峯
胃
お
U
麸
穴
葛
一
邑
一
墨
l
H
．
L
．
＞
墨
－
一
｝
凹
冒
9
轟
－
o
。
睾
ω
』
－
1

　
（
2
）
戸
峯
胃
お
U
轟
内
遷
ぎ
－
一
窪
」
1
L
『
宍
．
竃
胃
ぐ
句
－
向
目
o
q
芸
幸
①
寿
ρ

　
　
　
｝
｛
1
N
ω
‘
U
討
言
く
①
ユ
胆
O
q
｝
①
『
－
巨
H
錦
O
O
申
ω
．
～
べ
’

　
（
3
）
峯
．
H
．
■
雪
貝
穴
o
冨
扁
ζ
N
■
宙
晶
①
－
ω
；
書
ω
器
鶉
9
黒
片
ま
H
5
胴
豪
、
一

　
　
　
－
目
“
一
く
．
H
．
■
①
ま
目
奏
o
H
。
片
ρ
｝
p
ω
o
o
’
U
討
s
く
o
『
厨
閑
｝
o
邑
ぎ
お
o
o
－
一
ω
1

　
　
　
－
轟
・
レ
ー
ニ
ン
「
哲
学
ノ
ー
ト
』
（
松
村
一
人
訳
）
第
一
分
冊
、
岩
波
文
庫
、

　
　
　
　
一
九
六
四
年
、
一
五
三
－
一
五
四
頁
。

　
（
4
）
　
向
冨
自
＄
一
ω
．
ミ
o
、
同
書
、
一
五
七
頁
。

　
（
5
）
　
へ
ー
ゲ
ル
判
断
論
と
マ
ル
ク
ス
価
値
形
態
論
の
関
係
に
つ
い
て
は
、
拙
著
『
価

　
　
　
値
形
態
論
」
（
青
木
書
店
、
一
九
七
八
年
）
第
八
章
を
参
照
さ
れ
た
い
。

へ
ー
ゲ
ル
の
推
理
論

二

　
　
　
（
一
）
　
推
理
論
の
位
置
づ
け

　
周
知
の
よ
う
に
へ
ー
ゲ
ル
の
論
理
学
は
有
論
・
本
質
論
・
概
念
論
か
ら
な
り

た
ち
、
概
念
論
は
「
主
観
性
」
・
「
客
観
性
」
・
「
理
念
」
よ
り
構
成
さ
れ
る
。

「
主
観
性
」
は
概
念
論
・
判
断
論
・
推
理
論
と
展
開
さ
れ
、
形
式
論
理
学
の
原

理
論
に
相
当
す
る
。
こ
の
「
主
観
性
」
の
展
開
は
、
大
ま
か
に
い
っ
て
、
概
念

が
自
己
自
身
を
分
化
さ
せ
、
再
び
自
己
自
身
へ
還
帰
す
る
過
程
で
あ
る
。
あ
る

い
は
ま
た
、
統
一
－
分
裂
－
再
統
一
、
あ
る
い
は
、
同
一
－
区
別
－
同
一
、
あ

る
い
は
、
単
純
－
複
雑
－
単
純
　
と
い
う
過
程
で
あ
る
。

　
㈲
　
概
念
は
、
普
遍
・
特
殊
・
個
別
と
い
う
三
つ
の
モ
メ
ン
ト
よ
り
な
り
、

萌
芽
に
お
け
る
生
命
の
単
純
な
自
己
同
一
性
で
あ
る
。
形
式
論
理
学
で
は
概
念

は
抽
象
的
普
遍
あ
る
い
は
共
通
性
の
こ
と
で
あ
る
。

　
㈹
　
判
断
は
、
主
語
と
述
語
と
の
繋
辞
に
よ
る
結
合
で
あ
る
が
、
概
念
の
根

源
的
な
自
己
分
割
で
あ
り
、
諸
モ
メ
ン
ト
が
独
立
化
し
た
も
の
で
あ
る
。

　
何
　
推
理
は
、
判
断
と
判
断
と
の
結
合
に
よ
る
概
念
の
自
己
自
身
へ
の
復
帰

で
あ
る
。
つ
ま
り
判
断
に
お
い
て
自
立
化
し
た
概
念
の
諸
モ
メ
ン
ト
が
、
媒
辞

に
よ
り
有
機
的
連
関
に
お
い
て
再
び
統
一
さ
れ
る
こ
と
で
あ
る
。
「
推
理
は
そ

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
1
）

の
諸
モ
メ
ン
ト
を
媒
介
す
る
円
環
運
動
」
で
あ
る
。

　
　
（
一
一
）
　
形
式
的
な
悟
性
推
理
の
批
判

へ
ー
ゲ
ル
は
形
式
的
な
悟
性
推
理
、
た
と
え
ば
定
言
三
段
論
法
を
根
本
的
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に
批
判
し
、
そ
の
形
式
に
含
ま
れ
る
内
容
を
明
ら
か
に
し
、
独
自
な
推
理

論
、
個
別
－
特
殊
－
普
遍
　
を
構
築
す
る
。
た
と
え
ば
つ
ぎ
の
推
理
を
み
よ

（
2
）

う
o

こ
の
バ
ラ
は
赤
い
、

赤
は
色
で
あ
る
、

ゆ
え
に
こ
の
バ
ラ
は
色
を
も
つ
も
の
で
あ
る
。

　
こ
の
推
理
に
お
い
て
、
主
語
（
こ
の
バ
ラ
）
で
あ
る
個
別
は
、
そ
れ
の
一
つ

の
特
殊
な
質
（
赤
）
を
媒
介
と
し
て
、
普
遍
（
色
）
と
結
合
さ
れ
る
。
形
式
論

理
学
で
は
、
こ
の
よ
う
に
、
バ
ラ
が
赤
に
包
摂
さ
れ
る
。
そ
し
て
赤
は
色
に
包

摂
さ
れ
る
。
だ
か
ら
こ
の
推
理
は
正
し
い
推
理
で
あ
る
、
と
い
う
よ
う
に
概
念

の
内
包
・
外
延
関
係
よ
り
推
理
を
み
る
の
で
あ
る
。
し
た
が
っ
て
事
物
の
本
質

と
は
何
か
、
推
理
は
そ
の
本
質
を
ど
の
よ
う
に
把
握
し
、
叙
述
す
る
か
と
い
う

よ
う
な
認
識
論
的
思
考
は
形
式
的
推
理
で
は
問
題
と
な
ら
な
い
。
概
念
の
い
わ

ば
表
面
的
な
関
係
が
推
理
形
式
で
述
ぺ
ら
れ
て
い
る
と
い
え
る
。

　
へ
ー
ゲ
ル
は
普
通
の
論
理
学
で
取
り
上
げ
ら
れ
る
こ
う
し
た
推
理
の
も
つ
欠

陥
を
鋭
く
批
判
す
る
。
す
な
わ
ち
主
語
は
多
く
の
規
定
性
（
バ
ラ
の
諸
性
質
）

を
も
つ
直
接
に
経
験
さ
れ
る
具
体
物
で
あ
る
。
と
こ
ろ
が
媒
辞
は
そ
れ
ら
の
規

定
性
の
う
ち
の
た
だ
一
つ
の
規
定
（
赤
）
に
す
ぎ
な
い
。
さ
ら
に
媒
辞
も
ま
た

主
語
と
同
様
に
多
く
の
規
定
（
赤
の
諸
性
質
）
を
も
つ
こ
と
か
ら
、
同
じ
媒
辞

に
よ
っ
て
も
多
く
の
異
な
る
普
遍
に
連
結
さ
れ
う
る
。
し
た
が
っ
て
こ
の
推
理

は
必
然
性
の
関
係
を
も
つ
も
の
で
は
な
く
、
全
く
偶
然
的
な
も
の
で
あ
る
。

　
形
式
的
な
悟
性
的
推
理
は
、
こ
の
よ
う
に
、
両
項
お
よ
び
そ
れ
を
媒
介
す
る

媒
辞
も
、
内
的
な
統
一
の
欠
如
し
た
結
合
、
相
互
に
外
的
な
関
係
に
あ
る
推
理

で
あ
る
。
し
た
が
っ
て
こ
の
推
理
は
、
真
の
媒
介
を
も
た
な
い
直
接
的
で
抽
象

的
な
推
理
で
あ
る
。
つ
ま
り
こ
の
直
接
的
な
推
理
に
お
い
て
は
、
へ
ー
ゲ
ル
が

述
べ
て
い
る
よ
う
に
、
「
主
語
は
自
己
と
は
別
な
一
つ
の
規
定
性
と
結
合
さ
れ

る
。
あ
る
い
は
逆
に
言
え
ば
、
普
遍
は
こ
の
媒
介
を
通
じ
て
自
己
に
外
的
な
主

語
を
包
摂
す
る
。
こ
れ
に
反
し
て
理
性
的
推
理
は
、
主
語
が
媒
介
を
通
じ
て

．
　
．
　
．
　
．
　
．
　
．
　
．
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
3
）

自
己
を
自
己
自
身
と
結
合
す
る
と
い
う
こ
と
で
あ
る
。
」

　
へ
ー
ゲ
ル
の
推
理
論
は
単
な
る
主
観
的
な
思
惟
の
形
式
と
は
異
な
り
、
事
物

の
有
機
的
連
関
を
、
生
命
を
も
つ
有
機
体
の
自
己
運
動
、
自
己
媒
介
の
原
理
を

明
ら
か
に
す
る
。
そ
れ
は
ち
ょ
う
ど
へ
ー
ゲ
ル
の
概
念
が
、
形
式
論
理
学
の

そ
れ
の
よ
う
に
共
通
性
と
し
て
の
抽
象
的
普
遍
で
は
な
く
て
、
普
遍
・
特
殊
・

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
注

個
別
の
統
一
と
し
て
、
具
体
的
普
遍
と
し
て
展
開
さ
れ
る
の
と
同
様
で
あ
る
。

つ
ぎ
に
推
理
論
の
構
造
に
つ
い
て
簡
単
に
み
る
こ
と
に
し
よ
う
。

　
注
　
へ
ー
ゲ
ル
は
形
式
的
推
理
の
欠
陥
に
つ
い
て
、
そ
れ
は
「
推
理
の
形
式
が
単

　
　
　
．
．
．
．
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
4
）

　
　
に
抽
象
的
狂
、
し
た
が
っ
て
概
念
を
欠
く
形
式
と
し
て
あ
る
点
に
あ
る
」
と
し
て
い

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
5
〕

　
る
。
す
た
わ
ち
推
理
の
形
式
を
支
え
る
べ
き
概
念
が
、
「
概
念
を
欠
く
質
」
・
無
概
念

　
な
規
定
で
あ
り
、
形
式
に
全
く
適
合
し
て
い
な
い
の
で
あ
る
。
そ
し
て
形
式
的
推
理

　
　
の
真
理
は
無
概
念
な
数
学
的
推
理
「
A
l
A
－
A
」
に
あ
る
と
繕
論
づ
け
て
い
る
。

　
　
　
（
三
）
　
推
理
論
の
構
造

　
へ
ー
ゲ
ル
の
推
理
論
は
、
A
　
定
有
の
推
理

然
性
の
推
理
　
か
ら
構
成
さ
れ
る
。

B
　
反
省
の
推
理

三

C
　
必
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A
　
定
有
の
推
理
「
E
l
B
l
A
」
は
、
さ
き
に
み
た
「
バ
ラ
の
推
理
」
の

よ
う
な
形
式
的
推
理
を
取
り
扱
う
。
第
一
格
よ
り
第
四
格
ま
で
諸
格
が
分
析
さ

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
6
）

れ
る
が
、
こ
の
推
理
の
諸
規
定
は
「
自
己
に
関
係
す
る
諸
規
定
性
」
に
と
ど

ま
り
、
直
接
的
で
抽
象
的
で
個
別
的
で
あ
る
。
媒
辞
に
よ
っ
て
両
項
の
あ
い
だ

に
一
つ
の
関
係
が
示
さ
れ
る
が
、
こ
の
関
係
は
主
語
の
概
念
を
表
現
す
る
も
の

で
は
な
く
て
、
事
物
の
た
ん
な
る
表
面
的
な
関
係
を
示
す
に
す
ぎ
な
い
。
し
た

が
っ
て
こ
の
推
理
は
も
っ
と
も
貧
弱
な
推
理
で
放
る
。
さ
ら
に
こ
の
推
理
は
自

己
の
前
提
を
他
の
定
有
の
推
理
に
依
存
し
て
い
る
。
た
と
え
ぱ
第
一
格
、
E
－

B
I
A
は
、
E
1
B
お
よ
び
B
－
A
を
結
論
と
す
る
二
つ
の
推
理
を
、
す
な
わ

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
7
）

ち
第
二
格
お
よ
び
第
三
格
を
前
提
と
し
て
い
る
。
か
く
し
て
真
の
媒
介
で
あ
る

自
己
媒
介
は
定
立
さ
れ
て
い
な
い
。

　
B
　
反
省
の
推
理
「
B
I
E
l
A
」
は
、
a
　
全
称
性
の
推
理
、
b
　
帰
納

の
推
理
、
C
　
類
比
の
推
理
　
と
展
開
さ
れ
、
定
有
の
推
理
か
ら
一
歩
進
み
、

個
別
と
普
遍
と
の
相
関
関
係
が
テ
ー
マ
と
さ
れ
る
。
す
な
わ
ち
相
互
の
「
映

現
」
や
必
然
的
関
係
が
定
立
さ
れ
る
よ
う
に
な
る
。
こ
う
し
て
質
的
推
理
の
各

名
辞
の
も
っ
て
い
た
抽
象
性
や
個
別
性
が
止
揚
さ
れ
る
。

　
反
省
の
推
狸
の
媒
辞
は
、
し
た
が
っ
て
「
諸
規
定
の
全
体
性
」
、
両
項
の
最

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
8
）

初
の
「
定
立
さ
れ
た
統
一
」
、
「
反
省
の
統
一
」
で
あ
る
。
反
省
の
推
理
は
こ
う

し
て
事
物
の
表
面
的
な
、
外
面
的
な
関
係
か
ら
、
本
質
的
な
、
必
然
的
な
関
係

を
把
握
す
る
推
理
べ
の
階
梯
を
な
し
て
い
る
。
そ
し
て
こ
の
反
省
の
推
理
の
内

部
の
進
展
に
お
い
て
も
、
自
己
の
前
提
の
根
拠
そ
の
も
の
の
真
理
性
を
探
究
す

る
過
程
と
し
て
、
偶
然
的
な
関
係
よ
り
必
然
的
な
関
係
へ
と
展
開
さ
れ
る
。

　
a
　
全
称
性
の
推
理
「
E
l
B
I
A
」
は
、
周
知
の
つ
ぎ
の
例
で
示
さ
れ

る
o

す
べ
て
の
人
間
は
死
す
、

と
こ
ろ
で
ガ
イ
ウ
ス
は
一
人
の
人
間
で
あ
る
、

故
に
ガ
イ
ウ
ス
は
死
す
、

　
へ
ー
ゲ
ル
に
よ
れ
ば
、
こ
の
推
理
の
媒
辞
「
す
べ
て
」
は
、
す
ぺ
て
の
個
別

の
こ
と
で
あ
る
。
だ
か
ら
媒
辞
は
、
す
で
に
直
接
に
結
論
と
な
る
述
語
「
死

す
」
を
含
ん
で
お
り
、
推
理
に
よ
っ
て
は
じ
め
て
こ
の
述
語
を
得
た
わ
け
で
は

な
い
。
大
前
提
は
す
で
に
そ
れ
自
身
の
う
ち
に
結
論
を
前
提
し
て
お
り
、
し
た

ミ
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
9
）

カ
っ
て
結
論
が
正
し
い
が
ゆ
え
に
大
前
提
も
正
し
い
に
す
ぎ
な
い
。
こ
う
し
て

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
加
）

全
称
性
の
推
理
は
、
個
別
が
達
結
す
る
媒
辞
を
な
す
帰
納
を
導
く
の
で
あ
る
。

　
b
　
帰
納
の
推
理
「
A
I
E
－
B
」
は
つ
ぎ
の
形
式
を
と
る
。

　
　
　
　
　
○

　
　
　
　
　
特

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
○

　
　
個
個
　
個
個
…
…
無
限
に

　
　
　
　
　
普

　
帰
納
の
推
理
は
経
験
の
推
理
で
あ
り
、
媒
辞
は
「
す
べ
て
の
個
別
」
で
あ

る
。
帰
納
法
は
「
ラ
イ
オ
ン
、
象
等
々
の
も
の
が
四
足
獣
の
類
を
構
成
す
る
」

と
い
う
よ
う
に
、
多
く
の
個
別
を
類
へ
と
主
観
的
に
綜
合
す
る
が
、
本
質
的
に

は
い
ま
だ
必
然
性
の
な
い
推
理
で
あ
る
。
つ
ま
り
個
別
と
普
遍
と
の
統
一
は

「
果
て
し
な
き
当
為
」
で
あ
る
。
　
「
個
別
」
a
，
b
，
c
…
と
い
う
経
験
の
無

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
1
1
）

限
進
行
が
類
を
形
成
す
る
が
、
す
ぺ
て
を
つ
く
す
こ
と
は
で
き
な
い
。
こ
の
欠
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陥
を
止
揚
す
る
も
の
と
し
て
類
比
の
推
理
が
導
か
れ
る
。

　
c
　
類
比
の
推
理
「
E
l
A
l
B
」
は
類
推
で
あ
る
。
へ
ー
ゲ
ル
は
つ
ぎ
の

例
を
あ
げ
て
い
る
。

　
　
地
球
は
住
民
を
も
つ
、

　
　
月
は
一
つ
の
地
球
で
あ
る
、

　
　
故
に
月
は
住
民
を
も
つ
。

　
こ
の
推
理
の
媒
辞
は
「
地
球
」
で
あ
り
、
個
別
で
あ
る
と
と
も
に
普
遍
（
類
）

で
あ
る
。
こ
の
推
理
は
「
二
つ
の
対
象
が
一
つ
、
ま
た
は
若
干
の
属
性
に
お
い

て
一
致
す
る
と
き
は
、
一
方
の
も
の
に
は
他
方
の
も
の
が
も
つ
、
も
う
一
つ
別

・
　
．
　
．
　
．
　
．
　
．
（
1
2
）

の
属
性
も
属
す
る
」
と
い
う
こ
と
を
前
提
と
し
て
い
る
。
個
別
と
普
遍
と
の
統

一
と
し
て
の
媒
辞
は
、
一
つ
の
質
で
あ
る
が
、
そ
れ
が
主
観
に
よ
る
徴
表
あ
る

い
は
経
験
的
な
内
容
と
さ
れ
、
同
一
性
が
類
似
性
と
さ
れ
る
と
、
こ
の
推
理
は

「
皮
相
な
も
の
」
と
な
る
。
つ
ぎ
に
必
然
性
の
推
理
を
み
る
こ
と
に
し
よ
う
。

　
C
　
必
然
性
の
推
理
「
E
－
A
－
B
」
は
、
定
有
の
推
理
お
よ
び
反
省
の
推

理
を
前
提
し
、
両
推
理
の
不
充
分
性
を
解
決
す
る
完
全
な
推
理
で
あ
る
。
媒
辞

は
「
一
つ
の
充
実
し
た
、
し
か
も
単
純
な
普
遍
性
で
あ
り
、
事
物
の
普
遍
的
本

性
、
す
な
わ
ち
類
」
で
あ
る
。
両
項
は
媒
辞
の
な
か
で
自
己
反
省
し
、
「
内
的

同
一
性
」
を
も
つ
こ
と
と
な
る
。
「
媒
辞
の
内
容
規
定
は
両
項
の
形
式
規
定
で

　
（
1
3
）

あ
り
」
、
内
容
と
形
式
の
一
致
が
え
ら
れ
、
各
名
辞
は
一
つ
の
必
然
的
な
契
機

を
な
し
て
い
る
。
必
然
性
の
推
理
は
、
a
　
定
言
推
理
　
b
　
仮
言
推
理
　
c

選
言
推
理
　
と
展
開
さ
れ
る
。
価
値
形
態
論
と
の
関
連
で
重
要
で
あ
る
の
で
少

し
詳
し
く
み
る
こ
と
に
し
よ
う
。

　
a
　
定
言
推
理
「
E
－
B
I
A
」
は
、
定
言
判
断
を
前
提
し
、
媒
辞
は
「
客

観
的
普
遍
性
」
で
あ
る
。
つ
ぎ
の
例
を
掲
げ
よ
う
。

　
　
金
は
金
属
で
あ
る
、

　
　
諸
金
属
は
諸
エ
レ
メ
ン
ト
で
あ
る
、

　
　
故
に
金
属
と
し
て
の
金
は
一
つ
の
エ
レ
メ
ン
ト
で
あ
る
。

　
媒
辞
（
金
属
）
は
、
個
別
の
「
本
質
的
な
本
性
」
（
実
体
）
で
あ
り
、
推
理

全
体
を
貫
い
て
い
る
。
媒
辞
は
両
項
の
「
内
容
に
充
ち
た
同
一
性
」
、
「
実
体
的

　
　
　
　
　
（
1
4
）

普
遍
性
」
、
「
類
」
で
あ
る
。
し
か
し
両
項
の
媒
辞
に
対
す
る
関
係
は
、
概
念
的

関
係
に
ま
で
は
到
達
せ
ず
、
い
ま
だ
無
関
心
な
、
主
観
的
な
側
面
を
残
し
て
い

る
。
つ
ま
り
金
は
エ
レ
メ
ン
ト
で
あ
る
、
と
は
言
え
る
が
、
逆
に
、
エ
レ
メ
ン

ト
は
金
で
あ
る
、
と
は
言
え
な
い
関
係
に
あ
る
。
そ
の
意
味
で
こ
の
推
理
に
は

偶
然
性
、
無
関
心
性
が
な
お
残
存
す
る
。
つ
ま
り
媒
辞
と
両
項
の
関
係
は
完
全

に
は
媒
介
さ
れ
あ
っ
て
い
な
い
。
こ
の
不
充
分
性
は
つ
ぎ
の
優
言
推
理
に
よ
り

解
決
さ
れ
る
。

　
b
　
仮
言
推
理
「
A
l
E
－
B
」
は
、
優
言
判
断
を
前
提
す
る
。
つ
ぎ
の
例

を
み
よ
う
。

　
　
も
し
A
が
あ
る
な
ら
、
B
が
あ
る
、

　
　
と
こ
ろ
で
A
は
あ
る
、

　
　
故
に
B
が
あ
る
。

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
王
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仮
言
判
断
は
二
つ
の
規
定
性
（
A
と
B
）
の
必
然
的
な
連
関
を
表
現
し
、
仮

言
推
理
は
こ
の
判
断
に
A
の
存
在
を
加
え
、
B
の
必
然
性
を
結
論
づ
け
る
。
両

項
は
直
接
的
な
有
で
は
な
く
て
、
必
然
性
の
も
と
に
あ
る
有
、
「
止
揚
さ
れ
た

有
」
で
あ
り
、
互
い
に
制
約
関
係
に
あ
る
。
両
項
の
必
然
的
な
連
関
が
二
つ

　
．
　
．
　
．
　
　
　
　
　
　
　
．
　
■
　
■
　
．
　
．
　
■
（
1
5
）

の
個
別
性
の
な
か
へ
総
括
さ
れ
る
有
」
（
媒
辞
）
に
よ
っ
て
定
立
さ
れ
る
。
し

か
し
B
の
存
在
は
A
に
依
存
す
る
と
い
う
前
提
は
残
り
、
完
全
な
モ
メ
ン
ト
と

は
な
り
き
っ
て
は
い
な
い
。
こ
の
不
充
分
性
は
つ
ぎ
の
選
言
推
理
で
解
決
さ
れ

る
。　
c
　
聾
言
推
理
「
E
I
A
－
B
」
は
、
定
言
推
理
お
よ
び
優
言
推
理
を
前
提

し
、
媒
介
す
る
も
の
と
媒
介
さ
れ
る
も
の
と
の
統
一
で
あ
る
。
か
く
し
て
選
言

推
理
の
媒
辞
は
「
形
式
に
よ
っ
て
充
足
さ
れ
た
普
遍
性
」
、
「
全
体
性
」
、
「
展
開

さ
れ
た
客
観
的
普
遍
性
」
で
あ
る
。
そ
れ
ゆ
え
こ
の
媒
辞
は
、
普
遍
性
で
あ
る

と
と
も
に
特
殊
性
で
も
あ
り
個
別
性
で
も
あ
る
。
す
な
わ
ち
媒
辞
は
普
遍
性
と

し
て
「
類
の
実
体
的
同
一
性
」
で
あ
り
、
特
殊
性
と
し
て
類
の
実
体
的
同
一
性

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
1
6
）

の
「
特
殊
化
の
全
体
」
を
う
ち
に
含
み
、
「
諸
々
の
種
に
分
か
れ
た
類
」
で
あ

る
。
し
た
が
っ
て
、

　
「
A
は
B
で
あ
る
と
と
も
に
、
ま
た
C
で
も
あ
り
、
ま
た
D
で
も
あ
る
。
」

1
ω
o
尋
◎
巨
～
＞
｝
ω
1
（
同
一
の
側
面
）

　
「
A
は
B
で
あ
る
か
、
C
で
あ
る
か
、
D
で
あ
る
か
で
あ
る
。
」
－
固
鼻
－

峯
＆
胃
～
O
o
9
－
（
区
別
の
側
面
）

　
か
く
し
て
類
は
同
一
と
区
別
と
の
統
一
と
し
て
定
立
さ
れ
る
。
区
別
の
側
面

は
諸
規
定
の
「
否
定
的
統
一
」
、
互
い
の
排
斥
で
あ
り
、
「
他
の
個
別
性
の
排
斥

　
　
　
．
　
．
　
．
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
〃
）

を
伴
う
個
別
性
と
し
て
の
特
殊
で
あ
る
。
」

か
く
し
て
選
言
推
理
は
、
へ
ー
ゲ
ル
に
よ
れ
ば
、

　
　
六

つ
ぎ
の
と
お
り
で
あ
る
。

A
は
B
で
あ
る
か
、
C
で
あ
る
か
、
D
で
あ
る
か
、

と
こ
ろ
が
A
は
B
で
あ
る
、

故
に
A
は
C
で
も
な
く
、
D
で
も
な
い
。

あ
る
い
は
同
じ
こ
と
で
あ
る
が
、

A
は
B
で
あ
る
か
、
C
で
あ
る
か
、
D
で
あ
る
か
、

と
こ
ろ
が
A
は
C
で
も
な
く
、
D
で
も
な
い
、

故
に
A
は
B
で
あ
る
。

で
あ
る
、

で
あ
る
、

　
A
は
三
つ
の
命
題
に
お
い
て
い
ず
れ
も
主
語
の
位
置
に
あ
る
。
第
一
前
提
で

は
「
普
遍
」
で
あ
り
、
第
二
前
提
で
は
「
規
定
的
な
も
の
」
、
二
つ
の
種
」
で

あ
り
、
結
論
で
は
「
排
他
的
な
個
別
的
規
定
性
」
で
あ
る
。
あ
る
い
は
後
者
の

推
理
の
よ
う
に
、
A
は
小
前
提
で
す
で
に
排
他
的
な
個
別
性
と
し
て
規
定
さ

れ
、
結
論
で
は
A
本
来
の
も
の
と
し
て
定
立
さ
れ
る
。
こ
の
よ
う
に
媒
介
す
る

も
の
と
媒
介
さ
れ
る
も
の
は
い
ず
れ
も
A
の
普
遍
性
で
あ
る
。
概
念
の
全
体
性

と
し
て
こ
の
媒
辞
は
自
己
の
う
ち
に
両
項
を
完
全
に
含
ん
で
お
り
、
両
項
は
被

措
定
有
、
モ
メ
ン
ト
に
落
さ
れ
る
。
こ
こ
に
媒
介
す
る
も
の
と
さ
れ
る
も
の
と

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
1
8
）

の
統
一
が
定
立
さ
れ
、
推
理
論
は
完
結
す
る
。

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
1
9
）

　
以
上
の
よ
う
に
へ
ー
ゲ
ル
推
理
論
の
展
開
を
簡
単
に
み
て
き
た
。
へ
ー
ゲ
ル

の
述
べ
た
こ
と
は
、
H
バ
ラ
の
推
理
に
み
ら
れ
る
よ
う
に
、
伝
統
的
な
形
式
的

推
理
の
根
本
的
な
批
判
で
あ
る
。
目
そ
の
前
提
に
た
っ
て
、
独
自
な
推
理
論
の
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構
築
つ
ま
り
、
E
－
B
l
A
に
よ
る
有
機
的
連
関
の
把
握
で
あ
る
と
い
え
る
。

つ
ぎ
に
価
値
形
態
を
み
る
こ
と
に
し
よ
う
。

　
注（
1
）
ρ
宍
申
目
晶
9
向
目
黛
5
名
畔
皇
o
箒
『
o
彗
8
o
昌
ぎ
旨
9
老
μ
窃
昌
1

　
　
ω
9
鼻
S
L
L
『
ρ
宍
『
雰
藺
q
9
書
鼻
①
旨
署
彗
母
霊
邑
O
貝

　
　
考
雪
ぎ
o
〇
一
ω
暮
『
冨
冒
p
卑
彗
匡
膏
↓
甲
買
お
さ
。
ψ
ω
賢
松
村
一
人
訳

　
　
　
『
小
論
理
学
」
下
巻
、
岩
波
文
庫
、
一
九
五
二
年
、
一
五
八
頁
。

（
2
）
　
国
冨
邑
P
ω
．
ω
ω
蜆
、
同
書
、
ニ
ハ
ニ
頁
。

（
3
）
　
目
冨
目
註
一
ρ
ω
ω
ω
。
同
書
、
一
五
九
頁
。

（
4
）
、
（
5
）
ρ
事
｝
患
o
・
9
書
馨
易
9
亀
一
宥
・
ピ
畳
打
月
H
『
寿
鼻
o

　
　
9
ρ
ω
声
武
市
健
人
訳
『
大
論
理
学
』
下
巻
、
岩
波
書
店
、
一
九
六
一
年
、

　
　
　
一
五
五
－
一
五
六
頁
。

（
6
）
　
回
訂
目
3
一
ω
。
寄
卜
同
書
、
二
二
一
頁
。

（
7
）
　
固
げ
8
駐
一
ψ
ω
亀
－
o
。
撃
同
書
、
ニ
ニ
九
－
一
四
〇
頁
。

（
8
）
　
目
冨
目
＄
一
ψ
ω
o
．
o
、
同
書
、
一
五
九
頁
。

（
9
）
　
■
冨
a
P
ψ
ω
o
。
㌣
ω
o
。
ω
・
同
書
、
一
六
二
頁
。

（
1
0
）
　
｝
晶
具
向
富
淳
－
o
冨
亀
o
L
一
ψ
窪
M
。
「
小
論
理
学
」
下
巻
、
一
七
二
頁
。

（
n
）
　
｝
晶
♀
オ
｛
詔
彗
ω
多
邑
↓
宗
H
■
O
O
q
旨
月
ρ
ω
震
よ
O
．
9
　
「
大
論
理
学
」
下

　
　
　
巻
、
ニ
ハ
四
－
一
六
六
頁
邊

（
1
2
）
　
向
訂
目
監
一
¢
ω
o
o
o
o
－
ω
o
o
P
同
書
、
一
六
九
頁
。

（
1
3
）
、
（
1
4
）
　
向
げ
雪
註
一
ψ
8
－
．
署
卜
同
書
、
　
一
七
二
－
一
七
四
頁
。

（
1
5
）
　
向
冨
邑
P
ω
、
ω
錦
．
8
Φ
．
同
書
、
一
七
六
－
⊥
七
七
頁
。

（
1
6
）
、
（
〃
）
、
（
1
8
）
　
向
冨
■
夢
一
ψ
竃
o
。
－
ω
箪
同
書
、
一
八
○
－
一
八
一
頁
。

（
1
9
）
　
へ
ー
ゲ
ル
の
推
理
論
に
つ
い
て
詳
し
く
は
、
牧
野
廣
義
「
へ
ー
ゲ
ル
の
推
理
論

　
　
と
形
式
論
理
学
」
（
大
阪
経
済
法
科
大
学
「
経
済
学
論
集
」
第
七
巻
、
第
四
号

　
　
所
収
、
一
九
八
三
年
）
お
よ
び
拙
稿
「
へ
ー
ゲ
ル
の
推
理
論
」
H
、
目
（
『
阪
南

　
　
論
集
』
人
文
・
白
然
科
学
編
、
第
二
十
六
巻
、
第
三
号
、
同
第
四
号
所
蚊
、
一

　
　
九
九
一
年
）
参
照
。

ニ
　
マ
ル
ク
ス
の
価
値
形
態
論

　
最
初
に
述
ぺ
た
初
版
『
資
本
論
』
の
脚
注
（
二
〇
）
を
再
び
取
り
上
げ
よ
う
。

こ
の
脚
注
の
付
さ
れ
た
本
文
は
、
す
で
に
み
た
よ
う
に
、
形
態
1
の
第
七
。
パ
ラ

グ
ラ
フ
で
あ
る
。
こ
の
パ
ラ
グ
ラ
フ
の
末
尾
で
マ
ル
ク
ス
は
つ
ぎ
の
よ
う
に
述

べ
て
い
る
。

　
「
も
し
単
純
な
相
対
的
価
値
表
現
　
x
陣
θ
悪
帥
＞
“
｝
陣
θ
悪
由
困
　
の

な
か
に
、
た
だ
量
的
関
係
だ
け
を
考
察
す
る
と
す
れ
ば
、
そ
こ
で
見
い
だ
さ
れ

る
の
は
、
や
は
り
た
だ
、
上
述
の
相
対
的
価
値
の
運
動
に
か
ん
す
る
展
開
さ
れ

た
諸
法
則
だ
け
で
あ
っ
て
、
こ
れ
ら
の
法
則
は
、
す
ぺ
て
、
諸
商
品
の
価
値
量

は
そ
れ
ら
の
商
晶
の
生
産
に
必
要
な
労
働
時
間
に
よ
っ
て
規
定
さ
れ
る
、
と
い

う
こ
と
に
基
づ
い
て
い
る
の
で
あ
る
。
し
か
し
、
両
商
品
の
価
値
関
係
を
そ
の

質
的
な
側
面
か
ら
考
察
す
る
な
ら
ば
、
か
の
単
純
な
価
値
表
現
の
な
か
に
、
価

値
形
態
の
、
し
た
が
っ
て
ま
た
、
簡
単
に
言
え
ば
、
貨
幣
の
秘
密
を
発
見
す
る

　
　
　
（
1
）

の
で
あ
る
。
」

　
こ
こ
で
述
べ
て
い
る
こ
と
は
、
×
陣
s
悪
罰
＞
u
㌣
帥
s
爵
帥
｝
　
と
い
う

二
商
晶
の
価
値
関
係
に
お
い
て
、
量
的
側
面
を
捨
象
し
、
＞
蟄
帥
”
｝
酵
帥

あ
る
い
は
、
o
＼
斗
ミ
ー
－
ト
眺
　
と
し
て
、
こ
の
価
値
関
係
の
質
的
側
面
、
す

な
わ
ち
、
リ
ン
ネ
ル
価
値
の
上
着
体
に
よ
る
表
現
の
形
態
内
実
を
発
見
す
る
こ

と
で
あ
る
。
そ
の
た
め
に
は
価
値
概
念
と
価
値
形
態
と
の
関
連
に
つ
い
て
述
ぺ

　
　
　
　
　
　
　
　
　
注

る
こ
と
が
不
可
欠
で
あ
る
。

　
　
注
　
x
陣
θ
爵
串
＞
H
｝
陣
θ
承
串
｝
　
と
い
う
二
商
晶
の
価
値
関
係
の
な
か
に
、

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
七
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量
的
関
係
の
み
を
見
る
こ
と
は
、
ち
ょ
う
ど
、
形
式
的
推
理
が
、
関
係
す
る
概
念
の

内
包
・
外
延
と
い
う
包
摂
関
係
、
い
わ
ぱ
量
的
関
係
の
な
か
に
の
み
「
正
し
い
推

理
」
を
み
る
見
方
に
通
じ
る
も
の
で
あ
る
。
こ
の
見
方
は
、
す
で
に
述
べ
た
よ
う

に
、
へ
ー
ゲ
ル
が
無
概
念
な
形
式
規
定
を
厳
密
に
批
判
し
、
そ
の
う
え
で
「
形
式
内

容
」
を
把
捉
す
る
重
要
性
を
指
摘
し
た
と
お
り
で
あ
る
。

　
　
　
（
一
）
　
価
値
概
念
と
価
値
形
態

　
マ
ル
ク
ス
は
初
版
『
資
本
論
」
本
文
の
「
価
値
形
態
」
を
結
ぷ
に
あ
た
り
つ

ぎ
の
よ
う
に
述
ぺ
て
い
る
。

　
「
し
か
し
決
定
的
に
重
要
な
こ
と
は
、
価
値
形
態
と
価
値
実
体
と
価
値
量
と

の
あ
い
だ
の
内
在
的
で
必
然
的
な
連
関
を
発
見
す
る
こ
と
、
す
な
わ
ち
観
念
的

に
表
現
す
る
な
ら
ば
、
価
値
形
態
は
価
値
概
念
か
ら
発
生
す
る
こ
と
を
証
明
す

　
　
　
　
　
　
（
2
）

る
こ
と
で
あ
っ
た
。
」

　
右
の
結
論
は
、
マ
ル
ク
ス
が
そ
れ
ま
で
に
行
っ
た
商
品
の
分
析
を
価
値
に
即

し
て
要
約
し
た
も
の
で
あ
り
、
概
念
的
把
握
の
方
法
を
具
体
的
に
例
示
し
た
も

の
と
い
え
る
。
す
な
わ
ち
価
値
の
形
態
・
実
体
・
量
と
い
う
三
者
の
経
済
的
形

態
諸
規
定
の
「
内
在
的
で
必
然
的
な
連
関
を
発
見
」
し
、
そ
の
前
提
の
も
と

で
、
こ
の
「
連
関
」
の
叙
述
は
、
価
値
概
念
か
ら
の
首
尾
一
貫
し
た
論
理
展
開

に
よ
っ
て
な
さ
れ
る
こ
と
、
つ
ま
り
「
価
値
形
態
は
価
値
概
念
か
ら
発
生
す
る

こ
と
を
証
明
す
る
」
こ
と
に
あ
る
。
こ
の
「
証
明
」
の
方
法
は
、
『
資
本
論
」

第
一
巻
、
「
第
二
版
後
記
」
で
つ
ぎ
の
よ
う
に
マ
ル
ク
ス
の
述
べ
て
い
る
こ
と

と
対
応
し
て
い
る
。

　
「
も
ち
ろ
ん
叙
述
の
仕
方
は
、
形
式
上
、
研
究
の
仕
方
と
は
区
別
さ
れ
な
け

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
八

れ
ば
な
ら
な
い
。
研
究
は
索
材
を
細
部
に
わ
た
っ
て
わ
が
も
の
と
し
、
索
材
の

い
ろ
い
ろ
な
発
展
諸
形
態
を
分
析
し
、
こ
れ
ら
の
発
展
諸
形
態
の
内
的
な
紐
帯

を
探
り
だ
さ
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。
こ
の
仕
事
を
す
っ
か
り
す
ま
せ
て
か
ら
、

は
じ
め
て
現
実
の
運
動
を
そ
れ
に
応
じ
て
叙
述
す
る
こ
と
が
で
き
る
の
で
あ

る
。
こ
れ
が
う
ま
く
い
っ
て
、
素
材
の
生
命
が
観
念
的
に
反
映
す
る
こ
と
に
な

れ
ば
、
ま
る
で
先
験
的
な
構
成
が
な
さ
れ
て
い
る
か
の
よ
う
に
見
え
る
か
も
し

　
　
　
　
　
　
（
3
）

れ
な
い
の
で
あ
る
。
」

　
価
値
概
念
か
ら
価
値
形
態
を
展
開
す
る
こ
と
は
ま
さ
に
「
先
験
的
な
構
成
」

の
過
程
と
い
え
る
。
も
ち
ろ
ん
叙
述
の
過
程
に
は
厳
密
な
研
究
・
分
析
の
過
程

が
前
提
さ
れ
る
。

　
と
こ
ろ
で
、
価
値
形
態
の
こ
う
し
た
把
握
の
仕
方
は
、
古
典
派
経
済
学
に
と

っ
て
問
題
と
し
て
も
意
識
さ
れ
て
い
な
い
。
マ
ル
ク
ス
は
述
べ
て
い
る
。

　
「
古
典
派
経
済
学
の
根
本
欠
陥
の
一
つ
は
、
商
晶
の
、
ま
た
特
に
商
品
価
値

の
分
析
か
ら
、
価
値
を
ま
さ
に
交
換
価
値
と
な
す
と
こ
ろ
の
価
値
の
形
態
を
見

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
4
）

つ
け
だ
す
こ
と
に
成
功
し
な
か
っ
た
、
と
い
う
こ
と
で
あ
る
。
」

　
あ
る
い
は
ま
た

　
「
と
こ
ろ
で
、
経
済
学
は
不
完
全
な
が
ら
も
価
値
と
価
値
量
と
を
分
析
し
て

は
き
た
。
経
済
学
は
な
ぜ
労
働
が
価
値
に
表
わ
さ
れ
る
の
か
、
そ
し
て
そ
の
継

続
時
問
に
よ
る
労
働
の
計
量
が
価
値
量
に
表
わ
さ
れ
る
の
か
、
と
い
う
問
題
は

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
5
）

い
ま
だ
か
つ
て
提
起
し
た
こ
と
さ
え
な
か
っ
た
。
」

　
こ
の
よ
う
に
A
．
ス
ミ
ス
や
D
・
リ
カ
ー
ド
の
よ
う
な
最
良
の
代
表
者
た
ち

で
さ
え
も
把
捉
し
え
な
か
っ
た
価
値
の
形
態
を
マ
ル
ク
ス
は
ど
の
よ
う
に
し
て

把
握
し
た
の
で
あ
ろ
う
か
。
価
値
概
念
の
確
定
か
ら
み
る
こ
と
に
し
よ
う
。
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周
知
の
よ
う
に
、
マ
ル
ク
ス
は
商
品
の
交
換
価
値
の
、
し
た
が
っ
て
二
商
品

の
交
換
関
係
の
分
析
か
ら
価
値
の
実
体
と
し
て
抽
象
的
人
間
労
働
を
析
出
し
て

い
る
。
こ
の
質
の
極
点
で
あ
る
抽
象
的
人
間
労
働
が
、
商
品
生
産
の
社
会
で
は

一
つ
の
社
会
的
紐
帯
の
役
割
を
果
た
し
て
お
り
、
し
た
が
っ
て
社
会
的
労
働
で

あ
る
。
ま
さ
に
杜
会
的
労
働
と
し
て
の
抽
象
的
人
間
労
働
の
結
晶
が
商
晶
の
価

値
な
る
も
の
で
あ
る
。
商
晶
の
価
値
は
し
た
が
っ
て
一
つ
の
社
会
的
な
も
の
で

あ
り
、
直
接
目
で
見
た
り
、
手
で
触
れ
た
り
す
る
こ
と
は
で
き
な
い
。
そ
れ
ゆ

え
価
値
は
交
換
価
値
と
し
て
現
象
す
る
の
で
あ
り
、
価
値
そ
れ
自
体
は
商
晶
所

有
者
の
「
表
象
」
や
経
済
学
者
の
「
頭
脳
」
に
お
い
て
観
念
的
に
と
ら
え
ら
れ

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
…
（
6
）
　
　
　
（
7
）

た
い
わ
ば
二
つ
の
思
惟
物
」
、
「
抽
象
物
」
で
あ
る
。
こ
の
思
惟
物
が
ど
の
よ

う
に
し
て
現
象
す
る
の
か
。
こ
れ
が
商
品
の
価
値
が
い
か
に
し
て
表
現
さ
れ
る

か
、
と
い
う
価
値
の
表
現
形
態
の
、
し
た
が
っ
て
価
値
形
態
の
問
題
で
あ
る
。

　
価
値
形
態
を
理
解
す
る
困
難
は
、
等
価
形
態
の
商
晶
の
使
用
価
値
が
二
つ

の
新
し
い
役
割
」
を
演
ず
る
こ
と
、
す
な
わ
ち
そ
の
使
用
価
値
が
価
値
の
現
象

形
態
と
な
る
こ
と
、
さ
ら
に
そ
の
使
用
価
値
に
含
ま
れ
る
具
体
的
有
用
労
働
が

抽
象
的
人
閲
労
働
の
実
現
形
態
と
な
る
こ
と
、
そ
れ
を
理
解
す
る
こ
と
に
あ

る
。
商
品
の
対
立
す
る
二
規
定
は
、
こ
こ
で
は
互
い
に
「
反
省
」
し
あ
う
。

　
o
＼
批
ミ
ー
ー
ト
蝋
　
に
お
い
て
、
リ
ン
ネ
ル
の
価
値
は
上
着
で
表
現
さ
れ

る
。
で
は
い
か
に
し
て
か
。
リ
ン
ネ
ル
は
上
着
を
自
己
に
等
価
物
と
し
て
等
置

す
る
こ
と
に
よ
っ
て
で
あ
る
。
す
で
に
述
べ
た
よ
う
に
商
晶
は
自
己
の
価
値
を

直
接
に
表
現
す
る
こ
と
は
で
き
な
い
が
、
他
商
品
の
商
晶
体
を
自
己
の
価
値
鏡

と
す
る
こ
と
は
で
き
る
。
す
な
わ
ち
「
商
品
は
直
接
に
自
己
自
身
に
た
い
し
て

な
し
え
な
い
こ
と
を
、
直
接
に
他
の
商
品
に
た
い
し
て
、
し
た
が
っ
て
回
り
道

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
8
）

を
す
る
こ
と
に
よ
っ
て
自
己
自
身
に
た
い
し
て
な
す
こ
と
が
で
き
る
。
」
こ
う

し
て
価
値
形
態
の
回
り
道
と
両
極
の
形
態
規
定
が
把
握
さ
れ
る
。
古
典
派
経
済

学
は
こ
の
問
題
に
気
づ
い
て
い
な
い
。
つ
ぎ
に
価
値
概
念
か
ら
貨
幣
形
態
ま
で

の
展
開
過
程
を
み
る
こ
と
に
し
よ
う
。

　
　
　
（
二
）
　
価
値
形
熊
の
展
開

　
価
値
概
念
か
ら
単
純
な
価
値
形
態
、
全
体
的
価
値
形
態
、
　
一
般
的
価
値
形

態
、
賃
幣
形
態
へ
と
い
う
展
開
過
程
・
叙
述
の
過
程
は
、
周
知
の
よ
う
に
、
現

実
の
表
象
に
あ
る
貨
幣
形
態
か
ら
価
値
概
念
へ
の
遡
及
・
分
析
の
過
程
、
探
究

の
過
程
が
前
提
さ
れ
て
い
る
。
マ
ル
ク
ス
は
述
べ
て
い
る
。

　
「
貨
幣
形
態
の
概
念
に
お
げ
る
困
難
は
、
一
般
的
等
価
形
態
の
、
し
た
が
っ

て
、
一
般
的
価
値
形
態
一
般
の
、
形
態
皿
の
、
理
解
に
限
ら
れ
る
。
し
か
し
、
形

態
皿
は
、
逆
の
連
関
で
形
態
皿
に
分
解
し
、
そ
し
て
形
態
皿
の
構
成
要
素
は
、

形
態
1
、
す
な
わ
ち
　
8
H
マ
θ
o
＼
｝
ミ
ー
1
－
蝋
θ
ト
雌
　
ま
た
は
　
×
陣

θ
爵
帥
＞
…
＜
帥
θ
辞
帥
｝
　
で
あ
る
。
そ
れ
ゆ
え
に
単
純
な
商
品
形
態
は
貨

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
9
）

幣
形
態
の
萌
芽
な
の
で
あ
る
。
」

　
こ
の
よ
う
に
貨
幣
形
態
か
ら
の
遡
及
・
分
析
に
よ
る
形
態
1
の
定
立
は
、
探

究
の
過
程
の
成
果
で
あ
る
。
価
値
概
念
か
ら
貸
幣
形
態
を
証
明
す
る
叙
述
の
過

程
は
こ
の
成
果
を
前
提
す
る
。
こ
の
こ
と
は
貸
幣
の
必
然
性
の
証
明
の
過
程

が
、
無
前
提
な
価
値
概
念
の
自
己
展
開
の
過
程
で
は
け
っ
し
て
な
い
こ
と
を
示

し
て
い
る
。
　
マ
ル
ク
ス
の
述
べ
る
よ
う
に
、
「
た
だ
へ
ー
ゲ
ル
的
な
『
概
念
」

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
1
0
）

だ
け
が
外
的
素
材
な
し
に
自
己
を
客
観
化
」
す
る
の
で
あ
る
。
初
版
「
付
録
」

以
降
、
マ
ル
ク
ス
は
こ
の
遡
及
・
分
析
の
過
程
を
明
示
し
て
い
る
。

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
九
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単
純
な
商
品
形
態
ま
た
は
形
態
1
に
お
い
て
、
価
値
の
形
態
と
実
体
と
量
と

の
関
係
が
純
化
さ
れ
て
提
起
さ
れ
る
。
そ
し
て
形
態
1
は
、
さ
き
に
述
ぺ
た
価

値
の
概
念
が
自
己
の
定
有
形
態
を
獲
得
す
る
最
初
の
形
態
で
あ
る
。
そ
れ
は

　
・
　
・
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
…
（
n
）

「
貨
幣
」
の
「
細
胞
形
態
」
、
「
即
自
態
」
で
あ
る
。
形
態
1
で
明
示
さ
れ
る
価

値
表
現
の
メ
カ
ニ
ズ
ム
は
す
ぺ
て
の
価
値
形
態
を
貫
い
て
い
る
。
そ
の
意
味
で

形
態
1
は
個
別
で
あ
っ
て
同
時
に
普
遍
で
あ
る
。

　
各
価
値
形
態
の
特
徴
を
簡
単
に
み
る
と
、
形
態
1
は
、
一
商
晶
の
価
値
が
あ

る
他
の
一
商
晶
の
使
用
価
値
で
表
現
さ
れ
る
価
値
形
態
で
あ
る
。
形
態
皿
は
、

一
商
品
の
価
値
が
他
の
す
べ
て
の
商
品
の
使
用
価
値
で
表
現
さ
れ
る
価
値
形
態

で
あ
る
。
形
態
皿
は
、
す
べ
て
の
他
の
商
晶
の
価
値
が
唯
一
の
商
晶
の
使
用
価

値
で
表
現
さ
れ
る
価
値
形
態
で
あ
る
。
な
お
貨
幣
形
態
は
形
態
内
実
か
ら
み
て

形
態
皿
と
同
一
で
あ
る
。

　
以
上
の
よ
う
に
、
わ
れ
わ
れ
は
価
値
概
念
と
価
値
形
態
の
関
係
お
よ
び
各
価

値
形
態
相
互
の
関
係
を
簡
単
に
み
て
き
た
。
最
後
に
こ
の
問
題
が
へ
ー
ゲ
ル
の

推
理
論
と
ど
の
よ
う
に
結
び
つ
い
て
い
る
か
を
検
討
す
る
。

　
注

（
ユ
）

（
2
）

（
3
）

（
4
）

（
5
）

（
6
）

（
7
）

（
8
）

声
峯
彗
お
U
竈
内
岩
岸
呉
ω
｛
．
H
1
し
．
＞
■
戸
ω
』
O
－
豊
．

向
冨
目
o
陣
一
ω
．
窪
一

界
峯
賃
お
U
轟
内
岩
饒
阜
｝
↑
H
I
一
ω
』
↓
1

声
峯
彗
お
U
蕩
内
與
亘
雪
－
一
｝
o
．
H
．
一
H
‘
＞
■
p
ω
．
寒
－
曽
．

向
σ
①
目
｛
p
ω
．
誉
一

向
げ
①
自
O
P
ω
ー
ミ
一

向
冨
箏
o
戸
ω
．
ぎ
o
1

向
冨
■
3
一
ω
．
O
O
O
．

（
9
）

（
㏄
）

（
1
1
）

一
〇

戸
峯
胃
〆
U
麸
内
岩
饒
呉
巾
P
H
’
ψ
O
O
蜆
．

内
．
峯
彗
お
O
蕩
内
岩
言
ポ
｝
↑
－
L
1
＞
邑
’
ω
」
⑳
．

向
冨
目
＄
一
〇
〇
1
旨
一

三
　
へ
ー
ゲ
ル
推
理
論
と
マ
ル
ク
ス
価
値
形
態
論

　
わ
れ
わ
れ
は
こ
れ
ま
で
へ
ー
ゲ
ル
の
推
理
論
と
マ
ル
ク
ス
の
価
値
形
態
論
に

つ
い
て
検
討
し
て
き
た
。
両
者
の
関
連
は
ど
の
よ
う
な
も
の
で
あ
る
か
を
こ
こ

で
は
分
析
す
る
。
こ
の
問
題
を
論
ず
る
に
あ
た
り
、
推
理
論
で
は
媒
辞
の
位
置

づ
け
が
、
価
値
形
態
論
で
は
形
態
1
の
そ
れ
が
重
要
で
あ
る
。

　
さ
て
、
価
値
形
態
の
理
解
に
お
い
て
、
従
来
、
形
態
1
か
ら
形
態
皿
ま
で
の

　
　
　
　
　
　
・
　
　
　
　
　
…
（
1
）

価
値
形
態
の
「
展
開
・
移
行
」
の
動
力
は
、
価
値
の
概
念
と
価
値
の
表
現
形
態

（
定
有
様
式
）
と
の
矛
盾
で
あ
り
、
こ
の
矛
盾
の
一
定
の
解
決
形
態
と
し
て
各

価
値
形
態
の
位
置
づ
け
が
な
さ
れ
て
き
た
。
わ
れ
わ
れ
も
こ
の
見
解
を
妥
当
な

も
の
と
考
え
る
。
そ
の
こ
と
を
前
提
に
し
た
う
え
で
さ
ら
に
つ
ぎ
の
問
題
が
残

る
こ
と
に
な
る
。
何
故
に
価
値
形
態
は
三
つ
の
形
態
を
と
っ
て
表
現
さ
れ
ね
ば

な
ら
な
い
の
か
、
そ
し
て
ま
た
こ
れ
ら
三
つ
の
形
態
は
互
い
に
ど
の
よ
う
な
関

係
に
あ
る
の
か
、
と
い
う
問
題
で
あ
る
。
こ
の
問
題
を
考
察
す
る
に
あ
た
り
、

わ
れ
わ
れ
は
へ
ー
ゲ
ル
の
概
念
・
判
断
・
推
理
の
論
理
構
造
、
と
り
わ
け
推
理

論
が
深
く
結
び
つ
い
て
い
る
と
考
え
て
い
る
。

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
2
）

　
形
態
1
は
「
単
純
な
、
個
別
的
な
、
ま
た
は
偶
然
的
な
価
値
形
態
」
で
あ

る
。
形
態
1
は
、
二
〇
エ
レ
の
リ
ン
ネ
ル
は
一
着
の
上
着
に
値
す
る
も
の
で
あ

る
　
と
し
て
表
現
さ
れ
る
。
こ
の
表
現
は
、
リ
ン
ネ
ル
商
晶
が
自
己
の
思
想
を
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（
3
）

「
商
品
語
」
で
語
っ
た
一
つ
の
判
断
形
式
と
み
る
こ
と
が
で
き
る
。
つ
ま
り
リ

ン
ネ
ル
は
「
自
己
を
一
つ
の
そ
れ
自
身
に
お
い
て
分
化
し
た
も
の
（
①
ぎ
弐

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
4
）

色
争
器
冒
9
冒
萬
Ω
8
冒
ヰ
↓
霧
）
」
と
し
て
表
示
す
る
。
こ
れ
は
へ
ー
ゲ
ル
判

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
5
）

断
論
の
生
誕
す
な
わ
ち
概
念
の
根
源
的
分
割
に
よ
る
判
断
の
生
成
と
同
様
に
、

価
値
形
態
は
価
値
概
念
が
自
己
の
最
初
の
定
有
形
態
を
も
つ
こ
と
で
あ
り
、
い

わ
ば
リ
ン
ネ
ル
商
品
の
価
値
判
断
で
あ
る
。
形
態
皿
、
形
態
皿
も
同
じ
ょ
う
に

一
つ
の
判
断
形
式
と
み
る
こ
と
が
で
き
る
。

　
と
こ
ろ
で
、
形
態
1
は
「
商
晶
の
価
値
を
ま
っ
た
く
制
限
的
・
一
面
的
に
表

　
　
（
6
）

現
し
て
」
お
り
、
価
値
の
概
念
に
照
ら
し
て
不
充
分
な
価
値
形
態
で
あ
る
。
こ

の
不
充
分
性
は
形
態
皿
「
全
体
的
な
、
ま
た
は
展
開
さ
れ
た
価
値
形
態
」
に
お

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
7
）

い
て
解
決
さ
れ
る
。
形
態
皿
は
形
態
1
の
合
計
で
あ
る
が
「
本
質
的
な
進
展
」

が
み
ら
れ
る
。
「
リ
ン
ネ
ル
が
そ
の
価
値
を
上
着
で
表
現
す
る
と
と
も
に
コ
ー

ヒ
ー
で
も
そ
の
他
の
も
の
で
も
表
現
し
、
こ
の
商
晶
で
か
、
そ
れ
と
も
あ
の
商

晶
で
か
、
そ
れ
と
も
ま
た
第
三
の
商
品
、
等
々
で
か
表
現
す
る
、
と
い
う
こ
と

　
　
（
8
）

で
あ
る
。
」

　
こ
の
表
現
は
選
言
判
断
の
形
式
が
と
ら
れ
て
い
る
。
形
態
皿
は
も
o
ミ
o
巨

…
巴
ω
．
．
で
あ
り
、
。
①
算
尋
＆
g
…
a
實
．
．
で
あ
る
。
等
価
商
晶
は
特
殊
的
等

価
物
と
し
て
リ
ン
ネ
ル
商
品
の
価
値
の
分
化
し
た
も
の
、
磐
言
肢
で
あ
る
。
こ

の
磐
言
肢
の
全
体
で
リ
ン
ネ
ル
商
晶
の
価
値
が
は
じ
め
て
真
に
表
現
さ
れ
る
こ

と
に
な
り
、
形
態
1
の
不
充
分
性
は
解
決
さ
れ
る
。

　
し
か
し
形
態
皿
は
、
そ
れ
が
「
未
完
成
」
で
あ
り
、
「
雑
然
と
し
た
寄
木
細

工
」
で
あ
り
、
し
た
が
っ
て
「
統
一
性
」
の
な
い
価
値
形
態
で
あ
る
。
そ
し
て

ま
た
等
価
形
態
の
蓼
言
肢
は
、
い
ず
れ
も
が
一
般
的
等
価
物
で
あ
ろ
う
と
し
て

　
　
　
　
・
　
・
　
　
（
9
）

「
互
い
に
排
斥
し
あ
う
」
特
殊
的
等
価
物
に
す
ぎ
な
い
。

　
形
態
皿
の
も
つ
こ
れ
ら
の
欠
陥
は
ど
の
よ
う
に
解
決
さ
れ
る
か
。
解
決
の
条

件
は
形
態
皿
そ
れ
自
体
の
う
ち
に
あ
る
。
形
態
皿
は
「
即
自
的
に
」
「
逆
の
連

（
1
0
）
関
」
で
形
態
皿
「
一
般
的
価
値
形
態
」
を
含
ん
で
い
る
。
す
な
わ
ち
す
べ
て
の

他
の
商
晶
が
唯
一
の
商
晶
リ
ン
ネ
ル
を
共
同
的
な
価
値
の
鏡
と
し
て
価
値
表
現

す
る
。
形
態
皿
は
し
た
が
っ
て
「
単
純
」
で
、
「
統
一
的
」
で
、
「
一
般
的
」
で

あ
る
。
こ
う
し
て
「
そ
の
一
般
的
性
格
に
よ
っ
て
は
じ
め
て
価
値
形
態
は
価
値

．
　
．
　
　
　
　
　
　
（
u
）

概
念
に
照
応
す
る
」
こ
と
と
な
る
。

　
と
こ
ろ
で
、
リ
ン
ネ
ル
は
「
等
価
物
の
類
的
形
態
」
、
一
般
的
等
価
物
で
あ

る
。
「
動
物
な
る
も
の
」
、
「
神
」
の
よ
う
に
「
自
己
自
身
の
う
ち
に
同
じ
事
柄

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
蜆
〕

の
実
際
に
存
在
し
て
い
る
す
べ
て
の
種
を
包
括
し
て
い
る
個
別
的
な
も
の
」
、

す
な
わ
ち
価
値
の
一
般
的
化
身
で
あ
る
。

　
価
値
形
態
は
こ
う
し
て
　
形
態
1
↓
形
態
皿
↓
形
態
皿
　
と
展
開
さ
れ
、
価

値
概
念
に
普
遍
的
に
妥
当
す
る
表
現
形
態
を
獲
得
し
て
完
成
す
る
。
等
価
物
も

こ
の
展
開
に
対
応
し
て
、
個
別
的
等
価
物
↓
特
殊
的
等
価
物
↓
一
般
的
等
価
物

と
な
る
。
も
ち
ろ
ん
こ
の
展
開
過
程
は
、
す
で
に
み
た
よ
う
に
、
貨
幣
形
態
か

ら
形
態
ー
へ
の
遡
及
・
分
析
の
過
程
が
、
不
可
欠
の
も
の
と
し
て
前
提
さ
れ
て

い
る
。

　
さ
て
、
形
態
1
↓
形
態
皿
↓
形
態
皿
　
と
い
う
価
値
形
態
の
展
開
は
、
推
理

形
式
か
ら
み
れ
ば
、
個
別
－
特
殊
－
普
遍
　
の
関
係
を
な
し
て
い
る
。
特
殊
が

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
1
3
）

個
別
と
普
遍
と
を
結
び
合
わ
せ
る
必
然
的
な
「
唯
一
の
媒
介
項
」
の
役
割
を
果

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
・
　
　
　
　
…
　
．
（
“
）

た
し
て
い
る
。
す
な
わ
ち
形
態
皿
は
、
そ
れ
の
「
基
礎
的
要
素
」
が
形
態
1
で

あ
り
、
さ
ら
に
ま
た
「
相
対
的
価
値
の
倒
置
さ
れ
た
、
ま
た
は
逆
の
連
関
に
さ

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
一
一
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・
　
・
　
　
　
　
…
　
．
　
．
（
1
5
）

れ
た
第
二
の
形
態
」
が
形
態
皿
で
あ
る
。
形
態
皿
は
、
価
値
形
態
が
価
値
概
念

に
ふ
さ
わ
し
い
表
現
形
態
を
と
る
た
め
の
媒
辞
の
位
置
を
与
え
ら
れ
て
い
る
。

形
態
皿
は
、
形
態
1
と
形
態
皿
に
対
し
て
媒
介
す
る
主
語
の
位
置
に
あ
り
、
価

値
形
態
全
体
を
秩
序
あ
る
統
一
の
関
係
に
お
い
て
い
る
。
マ
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え
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。
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概
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。
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